










ワークショップが行われた。ワークショップは 2014 年 9 月 13 日～15 日（Aグループ）、19
日～21 日（B グループ）の 2 部制、計 6 日間にわたって行われた。会場となった武庫川女
子大学上甲子園キャンパス（甲子園会館西ホール）には、関西を中心に、東北、九州からも













2.1 Gaga の成り立ち 
Gaga といっても、一般的には耳慣れない言葉であろう。これは、バットシェバ舞踊団の
芸術監督であり、世界各地でその作品が称賛されている振付師オハッド・ナハリン（Ohad 






















（2014 年 5月 17 日、生活美学研究所本年度第 1回定例研究会における講演に基づく） 






















































－ 8－ － 9－
いる。ナハリンは Gaga の指導言語を時折吟味しなおし、定期的に Gaga 教師を集めてそれ
を伝授する。古い習慣に執着することなく身体を捉え直すために、こうしている。各国の


















人を available（可能な状態）にしていくものだと述べている 5)。こうした Gaga の独特の
スタイルは、人々が自分の身体を見つめ直し、自らの可能性を発見していく機会となる。 
 
3．2014 年 Gaga ワークショップ レポート 
 
今回、Gaga Japan が主催したワークショップでは、イスラエルの首都テルアビブを拠点







































図 1 Gaga ワークショップより、レパトリークラスの様子 







－ 10 － － 11 －
4.1「動きを評価しようとせず、自分が何者なのかを知ること」 
講演では、ワークショップを受けた砂連尾の感想をきっかけとして、ビンヤミニの考え























































































































































































































Deborah Friedes Galili, Going Gaga: My Intro to Gaga Dance Classes, 2008 
http://www.danceinisrael.com/2008/11/going-gaga-my-intro-to-gaga-dance/（アクセス
2013 年 5 月） 
 
－ 16 － － 17 －
【注】 
1) 筆者は 2013 年 12 月にイスラエルのテルアビブにて、Gaga の現地調査を行った。その






 Batsheva Dance Company official website  http://batsheva.co.il/en/home 
3) 石井達朗「私的 GAGA 体験」2013 
 http://gaga-japan.org/report/pg149.html （アクセス 2014 年 8 月 16 日） 
4) 古後奈緒子「オハッド・ナハリンの『GAGA ピープル』レポート」2010 
 http://www.danceplusmag.com/c1/6401（アクセス 2014 年 8月 16 日） 
5) Ohad Naharin, Gaga: Ohad Naharin’s Movement Language, in His Own Words, 2008 
 http://www.danceinisrael.com/2008/12/gaga-ohad-naharins-movement-language-in-
his-own-words/（アクセス 2013 年 5 月） 
6) モーシェ・フェルデンクライスよって開発された身体技法の一つ。 
 
(2014 年 9 月 20 日、生活美学研究所第 2回定例研究会における講演に基く) 




































－ 18 － － 19 －
